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事業の概要 
  進路決定に一番重要な時期である高校生（特に２年生）に対し、専修学

校の機能を活かして、職業に必要な知識・技術・技能、業界の動向、働く

こととは等について、勉強することにより、職業意識の啓発推進につなが

ることから、高校生が比較的興味が持てて、とっつきやすいと考えられる

工業分野のうち｢自動車整備講座｣2 講座と衛生分野のうち｢菓子作り（パ

ンつくりも含む）講座｣３講座を開催する。 
  講座の内容 
   １講座 実習（パンつくり・菓子作り）業界の話 仕事のプロになる

ための苦労話 感想 
   ２講座 働くとは 実習（菓子作り）業界の話 感想 
   ２講座 働くとは 実習（自動車整備）業界の話 感想 
     計５講座 
事業の成果 
  １ 受講者について 

受講申込者 計６２名 受講決定者 計６２名 
    受講者 ５０名 
  ２ 受講者の感想等の調査 
    学年 1 年生・・20 人  2 年生・・30 人 
    進路を決めている・・32 人 決めていない・・18 人 
    就職する・・6 人 進学する・・26 人【（うち専門学校・17 人  

各種学校・2 人 大学・5 人 短大・2 人）（うち 菓子関係・８人



パン関係・１人 調理関係・１人 調理か菓子関係・１人 栄養士

関係・１人 保育士か管理栄養士関係・１人 介護関係・２人 
自動車関係・３人 理数系か文系関係・１人 文系関係・１人 
機械関係・１人 文学か心理学関係・ １人 溶接関係・１人  
製造技能職・１人 音楽かパフォーマンス関係・２人）】 
本日の講座は良かった・・30 人 普通・・3 人  

回答なし・・17 人 
    専門学校での少し長い期間の職業体験を行う場合考える・・35 人

    考えない・・13 人 回答なし・・2 人 
 
  ４ 受講者の感想の一例 

・ 初めてやることが多かった。わからないことが多いが、楽しかっ

たので、オープンキャンパスに来て、もつと詳しくしりたい。 
・ とても難しかった。先生のような技術を持つまでには、大変だ。

・ 簡単に見えることが、自分でやってみて、難しいことがよくわか

った。 
 

  ５ 担当者の意見 
    講習会を実施し、高校生が少し理解できた。しかし、現状は働くこ

とについて真剣に考えさせなければ、フリーター・ニートに簡単にな

ってしまう恐れが高い。その原因のひとつとして、親にパラサイトす

ることが可能であり、親も希望している面があることである。また、

兵庫県の高校の教師には大学・短大進学が進路指導であると考えてい

る人が今でも多い。県教育委員会が高校生インターンシップ事業を、

普通科を含めた全高校に義務付けたことは、必要なことであり、成功

させる必要があると考える。専各連も協力することで会員にも働きか

け、１８年度から受け入れ事業を実施する。 
 


